
北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練

一
時
移
転
避
難
や
放
射
性
物
質
の
除
染
を
実
施
！

　
北
海
道
の 

訓
練
想
定

　

後
志
地
方
で
雪
崩
等
の
雪
害
が

発
生
す
る
中
、
泊
発
電
所
３
号
機

で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
原
子
炉

を
停
止
。
そ
の
後
、
設
備
故
障
に

よ
り
原
子
炉
が
冷
却
不
能
と
な
り
、

さ
ら
に
事
態
が
悪
化
し
、
放
射
性

物
質
が
放
出
さ
れ
た
と
の　

訓
練

想
定　

で
し
た
。

 

意
思
決
定
訓
練

 

一
時
移
転
の
実
施
方
針
を
決
定

　

６
日
に
は
、
共
和
町
の
北
海
道

原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
（
オ
フ
サ

イ
ト
セ
ン
タ
ー
）
で
、
国
の
一
時

移
転
実
施
方
針
を
決
定
す
る
意
思

決
定
訓
練
が
行
わ
れ
、
町
村
の
災

害
対
策
本
部
と
国
や
道
の
機
関
が

テ
レ
ビ
会
議
で
繋
が
れ
、
避
難
状

況
の
報
告
や
国
・
道
へ
の
要
請
事

項
の
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
実
働
訓
練

　
町
民
約
１
２
０
名
が
参
加

　

13
日
は
、
６
日
に
決
定
し
た
実

施
方
針
に
基
づ
き
、
町
外
へ
の
一

時
移
転
な
ど
の
避
難
訓
練
が
行
わ

れ
、
美
国
・
日
司
・
野
塚
・
余
別

地
区
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機
や

屋
外
拡
声
器
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、

広
報
車
か
ら
の
避
難
指
示
に
よ
り
、

町
が
指
定
し
た
各
地
区
の
避
難
所

へ
避
難
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
美
国
地
区
の
空
間
放
射

線
量
が
一
時
移
転
が
必
要
な
数
値

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
民
を
札

幌
市
へ
避
難
さ
せ
る
た
め
、
道
に

避
難
バ
ス
の
手
配
を
要
請
し
、
２

班
に
分
か
れ
て
、
バ
ス
で
札
幌
市

と
余
市
町
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

後
志
自
動
車
道
余
市
イ
ン
タ
ー

を
利
用
し
た
初
の
訓
練
で
、
所
要

時
間
の
短
縮
が
図
ら
れ
、
移
動
中

は
町
職
員
が
バ
ス
の
現
在
地
を
把

握
す
る
た
め
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
た
ほ
か
、
避
難
バ
ス
の
集
合
場

所
で
は
、
保
健
師
等
が
非
常
時
に

服
用
す
る
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布

訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

　

札
幌
市
班
は
、
避
難
先
の
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
で
昼
食
後
、

一
時
滞
在
場
所
と
な
る
札
幌
市
西

区
体
育
館
で
、
避
難
受
付
や
避
難

誘
導
の
訓
練
を
行
い
、道
、札
幌
市
、

積
丹
町
の
各
職
員
が
滞
在
場
所
の

割
り
付
け
を
作
成
し
、
町
民
22
名

を
体
育
館
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
へ
誘

導
し
ま
し
た
。

　

余
市
町
班
は
、
中
央
水
産
試
験

場
へ
行
き
、
鈴
木
直
道
知
事
の
視

察
が
行
わ
れ
る
中
、
避
難
用
バ
ス

　
北
海
道
電
力
泊
発
電
所
の
ト
ラ

ブ
ル
に
よ
る
原
子
力
災
害
を
想
定

し
た
防
災
訓
練
が
、
２
月
６
日
と

13
日
の
２
日
間
、
国
や
道
、
積
丹

町
を
含
む
泊
発
電
所
か
ら
30
㎞
圏

内
に
あ
る
後
志
管
内
13
町
村
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
”

　
”

”

”

▲一時滞在場所受付訓練（札幌市）

▲避難退域時検査訓練（余市町）

▲避難所受付と安定ヨウ素剤の配布（文化センター）

▲バスで避難（美国町）
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　町と㈱京王プラザホテル札幌は、12月 23日、「原

子力災害時における積丹町民の受入支援に関する

協定」を締結しました。

　この協定は、原子力災害が発生した際に、町民

が安全に避難でき、町の要請に応じて、宿泊など

のサービスの提供や施設の利用について、同ホテ

ルの支援をいただくものです。

　京王プラザホテル札幌の池田社長は、こうした

ホテルとの災害時支援協定の事例が少ない中で、

「災害は起きないことが一番だが、もしもの時に

は、積丹町の大きな力になれるよう全面的に協力

したい。」と話していました。

「積丹町民の受入支援に関する協定」締結

や
乗
客
の
衣
服
・
体
に
放
射
性
物

質
が
付
着
し
て
い
な
い
か
を
検
査

し
、
結
果
に
応
じ
て
除
染
措
置
を

受
け
る
、「
避
難
退
域
時
検
査
訓
練
」

に
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
訓
練
に
参
加

し
た
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
時
の

避
難
の
流
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。」、「
刻
々
と
変
化
す
る
状
況
を

理
解
す
る
の
は
大
変
だ
が
、
少
し

で
も
災
害
情
報
を
知
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
た
。」
と
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
訓
練
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
。」

や
、「
も
し
災
害
が
起
き
た
時
は
す

ぐ
に
バ
ス
で
避
難
で
き
る
と
は
限

ら
な
い
。
日
頃
か
ら
非
常
食
等
を

備
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。」、「
広

報
等
に
よ
り
知
識
を
身
に
着
け
る

こ
と
が
大
切
だ
。」
な
ど
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　
町
内
施
設
と
の
連
絡
訓
練

　

そ
の
他
の
訓
練
で
は
、
エ
イ
ジ

ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
す
ら
ぎ
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ゆ
う
る

り
」、（
一
社
）
積
丹
観
光
協
会
、

各
小
中
学
校
と
の
通
信
連
絡
訓
練

を
行
い
、
屋
内
退
避
の
呼
び
か
け

や
要
支
援
者
の
状
況
確
認
等
を
行

い
ま
し
た
。

　
災
害
へ
の
備
え
は
家
庭
か
ら

　

自
然
災
害
や
原
子
力
災
害
な
ど

の
非
常
事
態
は
、
い
つ
発
生
す
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
が
発
生

し
た
と
き
、
ど
こ
に
・
ど
の
よ
う

に
避
難
す
る
の
か
、「
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
」　

自
助　

の
確
認

を
、
日
頃
か
ら
家
庭
で
お
願
い
し

ま
す
。

▲㈱京王プラザホテル池田社長（右）と松井町長

　 （社長室の油絵は、神岬海岸）

“㈱京王プラザホテル札幌”と“積丹町”

事業費 4,676 万円の７％

　

日
司
・
野
塚
・
余
別
の
３
地

区
で
は
、
自
治
会
・
町
内
会
の

自
主
防
災
組
織
が
中
心
と
な
り
、

町
民
自
身
に
よ
る
避
難
所
の
開

設
な
ど
の
訓
練
に
約
90
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
避
難
所
で
は
、
避

難
者
の
受
付
や
、
避
難
所
の
防

災
備
蓄
品
の
点
検
、

役
員
の
役
割
分
担

を
行
う
な
ど
、
災

害
時
の
「
自
助
・

共
助
」
の
大
切
さ

を
確
認
し
て
い
ま

し
た
。

-

日
司
・
野
塚
・
余
別
地
区-

自
主
防
災
組
織
の
訓
練
も

”

”

▲

防
災
備
蓄
品
点
検
（
野
塚
町
）

▲避難者の確認（余別町）

▲鈴木知事による視察（余市町）
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